
APS工法 施工要領書 

 

① 透湿防水シート（CONFOT）の一般部の施工 

（日本透湿防水シート協会の共通施工仕様書及び住宅瑕疵担保責任保険 施工基準に準ずる） 

 ●張り方は、横張りとし下から張り上げます。 

 ●縦の重ね代は 90mm以上としてください。 

 ●横の重ね代は下地に面材がある場合は 150mmま

たは（90ｍｍ）以上とし、下地に面材がない場合

は必ず柱・間柱があるところに柱（間柱）間隔で

重ねを設けてください。 

 ●入隅部は、特に防水上の欠陥が生じやすいため、

重ね合わせて二重張りとしてください。下地に

面材がある場合は 150mm 以上重ね合わせて下

さい。 

 ●出隅部は通しの施工とするか、もしくは入隅部

同様の重ね（重ね代 150mm 以上）の施工とし

てください。 

 ●タッカーのピッチは縦方向を約 200mm以下ピ

ッチとし、横方向は間柱間のピッチにとめてください。 

 ●土台水切り部分は、雨水が土台天端に廻り込まないように透湿防水シートを土台水切りの上に

かぶせてください。その際、水切りと透湿防水シートは防水テープでとめてください。 

 ●中間水切り部分は、土台水切りと同様に透湿防水シートを上にかぶせ、水切りと透湿防水シー

トを防水テープでとめてください。 

 

② 通気シート GEO500シートの一般部の施工 

 ●ディンプルの山側を下地側にしてステープルを使い、風にあ

おられないようにして仮止めします。 

 ●張り方向は、施工状況に応じて縦又は横張りして下さい 

●土台水切りから上に 20mm 空けて、水平にシートを張ります。 

●壁面ごとに、出隅及び入隅部分で突き合わせとし、モルタル

が裏面に入らない様にテープ又は防水シート等で隙間を塞ぎ

ます。 



●シートの重ねは、基本ディンプルを 1山重ねてステープルで固

定します。ディンプルで重ねが出来ない場合は突き付けとして、

テープ等で隙間が無いようにして下さい。 

 

③ 開口部・出隅の補強施工 

●開口部の廻りはモルタルか入り込まないように、テープなどで

隙間をふさぎます。 

●出隅部は、コーナーに合わせて巾 300mm（150×150）の防

止シート等を GEO500シートの上に重ね張りします。 

 

④ ラス（メタルリブⅡ型エコ）の一般部の施工 

 ●ラスの上下左右は、長手方向を横にして裏打ち材の無い部分

が下。短手方向は右に来るようにします。 

●ラスは長手方向を横にして、下から上に張り上げます。 

●開口部隅でラスのジョイントが出来ないように、予めラスの割

り付けをしてから、壁の右側出隅部から張り始めます。 

●出隅・入隅部はメタルリブⅡ型エコを突き合わせとし、専用の

コーナー用ラスで上からかぶせ、ステープルで固定します。 

●ラスを固定するステープルは、L1019J（ラス用 J線の足長 19

ｍｍ）以上をご使用ください。注：下地面材で必要なステープル

の保持力が取れない場合は、線径を太く、足長を長くする必要が有ります。 


